
私は2007年からカンボジアの医療支援をしています。初めてカ
ンボジアを訪れた時は暑さに驚いたものですが、最近では日本も同
じぐらい暑くなっているように感じます。
07年当初のカンボジアは電力不足によって、夜中に1回は停電が

起こっていました。しかし、それから毎年のように発展していき、数
年で停電が起こらなくなりました。一方、日本では、電力不足を原因
として政府が検討を進めている「節電ポイント政策」が話題となって
います。可能な限り協力をしますが、電力の安定供給を続けてほし
いものです。
カンボジアは発展途上国から先進国へと邁進していますが、日本
はどこに向かっているのでしょうか。素晴らしい日本人の国民性が、
コロナ禍をきっかけに低下してきているように感じます。また、医療
面においても、必要な薬が手に入らない状況が続いています。日本
は本当に先進国なのだろうかと不安になってしまいます。
この状況を打破できるのは、一人ひとりが知恵を絞ることだと思い
ます。「仕方がない」で終わらせずに、何をすれば改善できるのかを
考えることが大切です。薬剤師の世界も厳しい状況となり、転職は簡
単ではなくなったほか、都市部での住宅手当もなくなりつつあります。
所得を上げてほしくても、そもそもの原資（利益）がないと増えませ
ん。薬剤師みんなで知恵を出し合って、医療を支えていきましょう。
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